
私
は
先
年
遇
然
入
手
し
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
写
本
を
、
緒
方
富
雄
先
生
（
以
下
緒
方
と
記
さ
せ
て
い
た
だ
く
）
の
許
に
あ
る
こ
の
順
天

堂
旧
蔵
本
と
照
合
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
同
じ
写
本
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
て
き
た
。

（
一
）

緒
方
は
昭
和
初
年
に
「
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
」
と
い
う
論
文
を
書
い
た
時
に
は
こ
の
初
稿
本
を
見
て
お
ら
ず
、
戦
後
に
書

（
一
一
）
（
一
二
）

い
た
『
明
治
前
日
本
病
理
学
史
』
お
よ
び
『
緒
方
洪
庵
伝
』
で
は
簡
単
に
こ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

》
早
に
二
言
か
れ
て
い
る
。

緒
方
洪
庵
訳
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
、
刊
本
が
で
き
上
る
前
に
初
稿
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
最
初
に
医
史
学
会

に
報
告
し
た
の
は
佐
藤
恒
二
氏
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
の
昭
和
十
八
年
十
二
月
の
例
会
記
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
簡

佐
藤
博
士
は
「
順
天
堂
蔵
本
」
と
記
せ
る
関
寛
斎
其
他
に
よ
っ
て
筆
写
せ
ら
れ
た
る
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
十
五
巻
九
冊
を
示
し
て
、
そ
れ

を
版
本
と
比
較
し
て
説
き
、
佐
藤
家
と
緒
方
家
と
の
関
係
を
述
べ
て
、
之
を
緒
方
富
雄
博
士
に
贈
呈
せ
ら
れ
た
。

は
じ
め
に 緒

方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
翻
訳
過
程
の
検
討

蒋
罐
垂
篭
謹
一
考
塞
需
昭
和
六
十
三
年
九
月
セ
日
受
付

中
村
昭
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私
は
第
八
九
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
昭
和
六
十
三
年
）
に
お
い
て
、
弓
扶
氏
経
験
遺
訓
』
初
訳
本
と
刊
本
の
異
同
に
つ
い
て
」
と
い
う
演

（
四
）
（
五
）

題
で
、
初
稿
本
と
刊
本
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
の
検
討
結
果
を
発
表
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
土
肥
慶
蔵
氏
旧
蔵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
写
本
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
初
稿
本
と
刊
本
の
中
間

の
時
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
は
じ
め
の
五
分
の
一
ほ
ど
が
刊
本
用
に
改
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
応
再
稿

（
｛
ハ
）

本
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
土
肥
氏
は
『
世
界
徽
毒
史
』
を
書
い
た
時
に
、
こ
の
写
本
の
徽
毒
の
項
を
引
用
し
て
い
る
。

初
訳
本
は
草
稿
本
で
あ
り
未
定
稿
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
多
く
の
人
に
筆
写
さ
れ
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
の
考
え
で
は
初
訳
本

は
洪
庵
の
門
人
で
あ
り
ま
た
義
弟
で
も
あ
る
緒
方
郁
蔵
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
も
の
で
、
そ
の
後
そ
れ
に
洪
庵
が
手
を
加
え
て
刊
本
の
訳
稿

を
完
成
し
た
も
の
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
根
拠
は
後
で
示
す
が
、
こ
の
完
成
途
中
の
再
稿
本
も
ま
た
人
か
ら
人
へ
と
写
さ
れ
て
流
布
し
た
も
の

本
論
文
は
先
の
学
会
発
表
を
さ
ら
に
敷
桁
し
て
、
こ
の
二
種
の
写
本
と
刊
本
、
そ
れ
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
本
を
比
較
対
照
し
て
『
扶
氏
経
験

遺
訓
』
の
翻
訳
の
過
程
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
書
は
上
下
二
冊
だ
が
、
そ
の
訳
本
で
あ
る
『
扶
氏
経
験
遣

訓
』
の
刊
本
は
二
五
巻
で
薬
方
編
と
付
録
を
含
め
て
二
八
冊
あ
り
、
初
稿
本
は
付
録
が
な
く
て
一
五
巻
九
冊
、
再
稿
本
も
付
録
が
な
く
て
一
六

巻
一
二
冊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
稿
本
は
刊
本
と
比
較
し
て
内
容
が
少
な
い
の
で
は
な
く
、
巻
の
分
け
方
が
違
う
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
浩
瀦
な
内
容
を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
以
下
凡
例
、
用
語
、
文
章
、
訳
注
、
付
録
、
出
版
の
項

目
に
分
け
て
主
要
な
問
題
点
を
取
り
上
げ
て
、
初
訳
か
ら
刊
本
が
で
き
る
ま
で
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
最
後
に
関
連
事
項
を
年

表
に
し
て
ま
と
め
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

と
思
わ
れ
る
。

『
経
験
遺
訓
』
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
訳
書
の
冒
頭
に
あ
る
凡
例
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
初
稿

一
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
凡
例
に
つ
い
て
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戸

本
と
再
稿
本
と
刊
本
と
で
少
し
ず
つ
違
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
こ
の
訳
本
の
状
態
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
ず
初
稿
本
の
凡
例

の
全
文
を
左
に
引
用
す
る
。

而
〆
扶
氏
ノ
著
頗
ル
多
シ
。
就
中
、
原
病
論
、
神
経
熱
経
験
言
、
摂
生
論
等
和
蘭
人
訳
ス
ル
処
往
々
吾
邦
二
衝
来
ス
ル
者
、
其
ノ
理
論
懇

誌
ヲ
専
ト
シ
、
古
今
ノ
悪
弊
ヲ
僥
メ
、
毫
モ
臆
度
ヲ
交
ヘ
ズ
。
自
ラ
実
験
ヲ
経
ル
者
二
非
ズ
、
〈
之
ヲ
筆
セ
ズ
。
是
し
医
家
必
読
ノ
書
ナ
ル
可

プ
レ
ッ
ヘ
ソ

人
ノ
知
ル
所
ナ
リ
。
和
蘭
人
武
烈
篇
扶
氏
神
経
熱
書
ヲ
訳
シ
、
其
ノ
序
一
一
賛
〆
云
う
、
扶
氏
ノ
著
書
ハ
ー
モ
学
室
ノ
エ
夫
二
成
ル
ー
非
ズ
、

皆
是
レ
病
床
ノ
実
験
二
出
ヅ
ル
者
ノ
ミ
。
以
テ
西
洋
一
般
皆
亦
之
ヲ
尊
信
ス
ル
可
ヲ
知
ル
等
ヘ
シ
。
而
〆
其
ノ
諸
著
今
ヲ
距
ル
可
三
四
十
年
ノ

前
二
在
テ
然
リ
。
呪
ン
ャ
此
ノ
書
老
煉
ノ
後
二
於
テ
ヲ
ャ
。
其
ノ
済
世
二
鴻
益
ア
ル
可
必
セ
リ
。

予
頃
日
比
ノ
書
ヲ
得
テ
読
過
ス
ル
可
一
二
遍
、
毎
病
看
法
及
ビ
原
病
ノ
確
論
、
治
法
ノ
妙
処
、
読
ム
ニ
随
ツ
テ
旧
来
ノ
疑
団
頓
二
氷
釈
ス

ル
者
少
カ
ラ
ズ
。
実
一
一
予
喜
悦
二
堪
ヘ
ズ
、
殆
ド
寝
食
ヲ
忘
ル
。
因
テ
以
為
ク
、
訳
〆
以
テ
之
ヲ
同
志
二
示
サ
零
〈
其
ノ
悦
ビ
亦
予
ガ
如
ク
ナ

ラ
ン
ト
。
此
二
於
テ
遂
二
固
魎
ヲ
顧
ミ
ズ
、
敢
テ
梨
棗
ヲ
災
ス
。
予
固
ヨ
リ
文
辞
二
燗
ハ
ズ
、
鄙
蕪
殊
一
一
甚
シ
。
看
官
幸
二
恕
セ
ョ
。

凡
例

此
書
ハ
布
律
ご
輝
鈍
医
官
祷
歌
露
考
紀
元
一
千
八
亘
二
十
六
年
鍾
保
独
乙
語
ヲ
以
テ
之
ヲ
箸
シ
、
和
蘭
医
官
花
浬
満
一
千
八
百
二
一
十
八
年

〈
ｌ
ゲ
マ
ン

姪
保
之
ヲ
訳
ス
ル
所
二
〆
、
原
本
題
ス
ル
ニ
五
十
年
間
経
験
之
遺
言
ヲ
以
テ
ス
。

扶
氏
ノ
年
齢
未
ダ
之
ヲ
審
ニ
セ
ズ
ト
蛍
モ
、
前
後
ノ
著
書
等
ヲ
以
テ
之
ヲ
考
ル
ー
、
当
時
ノ
年
行
八
十
年
一
一
下
ラ
ズ
。
且
シ
其
ノ
自
序
ニ

云
う
、
予
ャ
生
涯
ヲ
医
ト
学
ト
ー
終
り
、
病
ヲ
医
人
二
教
導
ス
ル
者
今
竝
一
一
五
十
年
、
諸
病
治
法
ト
初
学
教
導
ト
ノ
要
鍵
ヲ
実
験
シ
、
得
ル

者
少
カ
ラ
ズ
。
今
之
ヲ
集
録
シ
テ
身
後
二
遺
シ
、
以
テ
後
学
ヲ
教
導
セ
ン
ト
ス
。
又
云
う
、
予
ガ
此
ノ
著
ャ
世
人
ノ
名
聞
殿
誉
二
関
ラ
ズ
、

唯
を
実
験
シ
テ
間
禽
之
ヲ
録
ス
。
是
し
壮
年
ノ
徒
得
テ
ョ
ク
ス
ル
所
二
非
ズ
。
幸
二
吾
ガ
老
並
二
達
ス
ル
可
ヲ
得
ル
亦
悦
ハ
シ
カ
ラ
ズ
ャ
。

其
ノ
高
老
推
シ
テ
知
ル
、
ヘ
シ
。
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ジ
ア
グ
ノ
シ
ス

編
中
毎
病
必
ズ
先
ヅ
始
二
看
法
ヲ
挙
ゲ
テ
、
次
二
原
病
ヲ
掲
ゲ
、
終
二
治
法
ヲ
示
ス
。
看
法
ハ
原
語
実
亜
掘
乃
矢
私
、
本
ト
病
ヲ
弁
知
ス

パ
ト
ゲ
ニ
ー

テ
ラ
ピ
ー

ル
ノ
法
ヲ
云
う
。
原
病
ハ
原
語
把
多
傑
尼
、
病
ノ
起
因
ヲ
推
原
ス
ル
ノ
法
ヲ
云
う
。
治
法
〈
原
語
的
刺
必
、
病
ヲ
治
愈
ス
ル
ノ
法
則
ヲ
云

う
。
扶
氏
ノ
自
序
二
又
云
ク
、
此
ノ
篇
専
ラ
簡
約
ヲ
旨
ト
ス
、
故
二
看
法
条
二
〈
唯
其
ノ
病
固
有
ノ
徴
候
ヲ
ア
ゲ
テ
、
他
病
ト
ノ
弁
別
ヲ
示

ス
ノ
ミ
、
原
病
条
ニ
ハ
治
術
一
一
鴻
益
ア
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ヲ
撮
テ
之
ヲ
論
ジ
、
治
法
条
ニ
ハ
各
病
治
方
ノ
基
本
ヲ
示
シ
、
唯
自
ラ
実
験
ヲ
経
ル
ノ

治
法
一
一
ア
ラ
ザ
レ
零
〈
之
ヲ
挙
ゲ
ズ
。
薬
〈
総
テ
新
奇
ノ
薬
方
未
ダ
確
論
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ハ
棄
テ
テ
論
ゼ
ズ
。
学
者
或
〈
其
ノ
足
ラ
ザ
ル
ガ
如

キ
ヲ
憾
ム
ル
者
ア
ル
モ
、
能
ク
信
ジ
テ
之
ヲ
用
こ
ぶ
〈
、
験
ヲ
経
ル
ー
従
ツ
テ
自
ラ
其
ノ
足
ル
可
ヲ
知
ル
、
ヘ
シ
。

編
中
人
身
諸
器
諸
機
関
及
ビ
疾
病
等
ノ
名
称
、
耳
目
二
慣
レ
ザ
ル
新
名
ヲ
構
成
ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
是
し
彼
ノ
邦
医
道
日
二
隆
盛
ス
ル
ニ
従

上
、
古
人
ノ
未
ダ
言
ハ
ザ
ル
処
ヲ
言
上
、
或
〈
旧
名
ヲ
革
ム
ル
ニ
係
ル
。
其
ノ
名
称
大
抵
予
ガ
訳
述
ス
ル
処
ノ
原
病
約
論
中
二
詳
説
ス
ト
蛍

モ
、
其
ノ
洩
ル
、
処
ノ
者
ハ
各
名
下
二
原
語
ヲ
附
シ
、
或
〈
註
説
ヲ
加
ヘ
テ
以
テ
考
証
二
具
フ
。

且
シ
編
中
理
論
率
ネ
皆
原
病
学
二
拠
ル
ガ
故
二
、
学
者
亘
ク
原
病
約
論
中
二
就
テ
之
ヲ
考
索
ス
ベ
シ
。
凡
ソ
編
中
予
ガ
愚
按
を
加
ヘ
テ
註

説
ヲ
為
ス
者
〈
皆
其
ノ
上
下
二
〔
〕
ヲ
記
シ
、
原
文
ヲ
訳
シ
テ
分
註
ト
ナ
ス
者
〈
別
二
記
符
ヲ
加
ヘ
ズ
。
看
官
其
し
之
ヲ
混
同
ス
ル
可
勿

此
ノ
書
原
本
初
メ
ニ
疾
病
皆
自
然
良
能
二
依
テ
治
ス
ル
ノ
公
論
ヲ
挙
ゲ
テ
、
直
チ
’
一
診
察
ノ
法
則
ヲ
示
シ
、
次
二
各
病
治
法
二
渉
リ
、
終

リ
ニ
刺
絡
、
吐
剤
、
阿
芙
蓉
用
法
ノ
秘
訣
ト
医
家
ノ
要
務
ト
ヲ
説
与
セ
リ
。
今
先
ヅ
其
ノ
各
病
治
法
編
ヲ
訳
シ
テ
之
ヲ
上
梓
ス
。
前
後
ノ

論
〈
別
二
抄
訳
シ
テ
、
共
二
後
ノ
附
録
ト
セ
ン
ト
ス
。
其
ノ
議
論
精
詳
、
専
ラ
懇
誌
深
切
ヲ
旨
ト
ス
。
是
亦
学
者
読
マ
ザ
ル
可
ラ
ザ
ル
者

編
中
ノ
薬
品
、
和
蘭
薬
鏡
、
名
物
考
、
同
補
遺
及
ビ
舎
密
開
宗
二
出
ル
者
ハ
別
二
註
釈
ヲ
加
ヘ
ズ
、
鏡
、
名
、
補
、
舎
ノ
符
号
ヲ
記
シ
検

索
二
便
ニ
ス
。
若
シ
右
ノ
書
一
一
洩
ル
処
ノ
者
〈
各
名
下
二
〔
附
〕
ヲ
記
シ
テ
、
薬
方
編
ノ
後
二
其
ノ
製
法
ヲ
附
録
ス
。

也
0

し
◎
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九
年
）
に
出
圭

と
思
わ
れ
る
。

改
訳
し
て
、
聿
男

き
変
え
て
あ
る
。

（
十
三
年
）

こ
の
初
稿
本
の
凡
例
に
は
日
付
も
署
名
も
な
い
が
、
安
政
四
年
に
出
た
刊
本
の
凡
例
に
は
、
天
保
壬
寅
夏
五
月
の
日
付
と
緒
方
章
（
洪
庵
）

（
一
一
、
一
二
）

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
刊
本
の
訳
稿
が
完
成
し
た
の
は
実
は
も
っ
と
遅
く
、
天
保
十
三
年
は
緒
方
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
凡
例

お
よ
び
本
文
に
お
け
る
洪
庵
の
他
の
著
作
の
引
用
の
仕
方
か
ら
見
て
、
初
稿
本
が
で
き
た
時
期
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
八
三
八
年
（
天
保

九
年
）
に
出
た
オ
ラ
ン
ダ
語
版
を
洪
庵
が
入
手
し
た
の
は
早
く
て
も
天
保
十
年
で
あ
り
、
そ
れ
を
天
保
十
三
年
ま
で
に
は
だ
い
た
い
和
訳
し
た

初
稿
本
と
刊
本
の
中
間
の
再
稿
本
で
は
、
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
最
初
の
部
分
だ
け
改
訳
し
て
、
病
理
用
語
も
『
病
学
通
論
』
に
準
拠
し

て
い
る
が
、
後
の
五
分
の
四
は
初
訳
の
ま
ま
で
『
原
病
約
論
』
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、
再
稿
本
の
凡
例
で
は
次
の
よ
う
に
ど
ち
ら
と
も
取
れ

る
い
い
ま
わ
し
を
し
て
い
る
。

し
か
し
天
保
十
三
年
頃
の
訳
は
ま
だ
草
稿
の
状
態
で
、
初
稿
本
に
は
日
付
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
そ
の
日
付
が
刊
本
に
出
て
き
た
の
か
は
一
つ

の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
後
に
考
察
を
加
え
る
。

こ
の
初
稿
本
の
凡
例
の
中
で
、
そ
の
書
か
れ
た
時
期
を
判
断
す
る
一
つ
の
材
料
は
、
病
理
の
用
語
は
『
原
病
約
論
』
を
参
照
せ
よ
と
い
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
原
病
約
論
』
は
洪
庵
が
天
保
十
二
年
頃
訳
述
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
天
保
末
年
か
ら
弘
化
に
か
け
て

（
七
）

改
訳
し
て
、
書
名
も
『
病
学
通
論
』
と
変
更
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
経
験
遺
訓
』
の
刊
本
の
凡
例
で
は
『
病
学
通
論
』
を
参
照
せ
よ
と
書

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
初
稿
本
の
凡
例
の
中
で
、
本
編
（
各
病
治
法
編
）
以
外
に
「
診
察
ノ
方
則
」
と
「
刺
絡
、
吐
剤
、
阿
芙
蓉
用

其
ノ
名
称
大
抵
予
ガ
訳
述
ス
ル
所
ノ
病
学
通
論
中
一
一
詳
説
ス
ト
盆
モ
、
其
ノ
洩
ル
、
所
ノ
者
ハ
各
名
下
一
一
原
語
ヲ
附
シ
、
或
〈
註
説
ヲ
加

ヘ
テ
考
証
二
具
フ
。
且
シ
編
中
理
論
率
ネ
皆
原
病
学
二
拠
ル
ガ
故
二
、
学
者
宜
シ
ク
原
病
編
二
就
テ
考
索
ス
？
ヘ
シ
。
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法
ノ
秘
訣
」
と
「
医
家
ノ
要
務
」
と
を
、
後
で
翻
訳
し
て
付
録
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
洪
庵
が
そ
う
思
っ
て
こ
れ
ら
を
後
ま
わ

（
八
）

し
に
し
て
い
る
う
ち
に
、
杉
田
成
卿
が
「
刺
絡
、
吐
剤
、
阿
芙
蓉
」
に
つ
い
て
は
嘉
永
二
年
に
『
済
生
三
方
』
と
し
て
出
版
し
、
さ
ら
に
「
医

家
ノ
要
務
」
は
『
医
戒
』
と
し
て
出
版
し
た
。
ま
た
青
木
周
弼
が
「
診
察
ノ
方
則
」
を
『
察
病
亀
鑑
』
と
し
て
出
版
し
た
。
そ
れ
で
洪
庵
は
安

政
四
年
の
『
経
験
遺
訓
』
の
刊
本
の
凡
例
で
は
、
こ
れ
ら
を
後
で
訳
す
と
い
う
文
章
を
削
除
し
て
い
る
。

再
稿
本
の
凡
例
で
は
こ
の
と
こ
ろ
は
初
稿
本
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
土
肥
氏
旧
蔵
の
稿
本
は
刊
本
の
完
成
以
前
の
も
の
と

（
一
）

い
う
こ
と
が
い
え
る
。
緒
方
に
よ
れ
ば
、
洪
庵
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
伺
書
を
嘉
永
三
年
に
一
度
提
出
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
ま
で

に
刊
本
の
訳
稿
の
本
体
が
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
過
渡
期
の
稿
本
で
あ
る
再
稿
本
は
お
そ
ら
く
天
保
末
年
か
ら
弘
化
年
間
の
も
の
で
あ
る

目
『
原
病
約
論
』
と
『
病
学
通
論
』
に
つ
い
て

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
洪
庵
が
師
の
宇
田
川
榛
斎
の
遺
命
に
よ
っ
て
訳
述
し
た
病
理
総
論
の
本
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
原
病
約

論
』
は
『
病
学
通
論
』
の
前
身
で
あ
り
、
未
定
稿
で
あ
っ
た
。
『
病
学
通
論
』
は
そ
の
序
文
お
よ
び
刊
記
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
弘
化
頃
に
始

め
の
部
分
の
原
稿
が
で
き
、
嘉
永
二
年
に
全
一
二
巻
の
う
ち
始
め
の
三
巻
を
刊
行
し
た
が
、
後
が
続
か
な
か
っ
た
。

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
刊
本
で
は
『
病
学
通
論
』
を
参
照
文
献
と
し
、
該
当
す
る
用
語
に
は
園
と
い
う
引
用
符
を
つ
け
て
い
る
が
、
『
病
学
通

稿
本
に
は
当
然
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

刊
本
に
つ
け
ら
れ
た
付
録
は
訳
注
の
増
補
版
で
あ
り
、
初
稿
本
で
も
再
稿
本
で
も
凡
例
に
付
録
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の

段
階
で
は
ま
だ
作
ら
れ
な
か
っ
た
。
刊
本
で
も
付
録
の
原
稿
の
完
成
は
安
政
の
末
年
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。

ま
た
刊
本
に
は
箕
作
玩
甫
の
漢
文
の
序
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
安
政
四
年
の
版
行
の
直
前
に
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
初
稿
本
、
再

月
／

◎

二
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
用
語
に
つ
い
て
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口
病
名
に
つ
い
て

次
に
疾
病
各
論
と
し
て
の
病
名
が
初
稿
本
と
刊
本
で
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
か
概
観
す
る
。
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
は
内
科
、
精
神
科
、
皮

層
科
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
等
の
各
科
に
わ
た
る
医
学
全
書
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
、
そ
こ
に
出
て
く
る
病
名
は
目
次
の
見
出
し
に
な
っ
て
い

る
も
の
だ
け
で
も
二
二
九
種
に
の
ぼ
る
。
こ
こ
で
は
、
初
稿
本
と
刊
本
で
訳
語
が
違
っ
て
い
る
も
の
五
九
種
を
、
対
照
し
て
列
挙
す
る
。
こ
れ

ら
を
見
る
だ
け
で
も
洪
庵
が
い
か
に
訳
語
の
選
定
に
苦
労
し
た
か
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

論
』
が
中
途
で
終
っ
て
し
ま
ｚ

い
る
が
、
引
用
符
を
つ
け
る
ほ
添

部
分
は
初
訳
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

動
機
（
一
名
筋
力
）
、
覚
機
（
一
名
神
経
力
）
は
初
稿
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
触
動
機
、
触
覚
機
。
刺
衝
は
初
稿
本
で
は
刺
激
。
無
機
舎
密
、
生

機
舎
密
は
初
稿
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
死
物
舎
密
、
活
物
舎
密
と
な
っ
て
い
る
。

る
0

エ
ビ
デ
ミ
エ
ソ
デ
、
』
、

メ
カ

セ
イ
ミ

転
徒
、
変
形
、
越
必
姪
密
、
英
淫
密
、
動
機
、
覚
機
、
継
病
、
抗
抵
、
資
成
力
、
交
感
機
、
対
称
機
、
刺
衝
、
黙
加
（
物
理
）
刺
衝
、
舎
密

キ
リ
ン
ス

（
化
学
）
刺
衝
、
吉
利
済
（
分
利
）
、
襲
替
分
泌
、
襲
替
運
営
、
病
機
分
泌
、
成
形
力
、
無
機
舎
密
、
生
機
舎
密
、
類
化
機
。

刊
本
で
園
と
い
う
引
用
符
を
つ
け
ら
れ
た
病
理
用
語
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
言
葉
は
『
原
病
約
論
』
（
お
よ
び
初
稿
本
）
で
も
あ
ま
り
違
っ
て
い
な
い
が
、
違
っ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ

が
中
途
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
も
あ
ま
り
多
く
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
初
稿
本
で
は
『
原
病
約
論
」
を
参
照
せ
よ
と
は
い
っ
て

が
、
引
用
符
を
つ
け
る
ほ
ど
に
は
整
備
さ
れ
な
か
っ
た
。
再
稿
本
で
は
始
め
の
改
訳
し
た
部
分
は
刊
本
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
が
、
後
の
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（
初
稿
本
）

伝
染
神
経
熱

腺
腫
疫

冷
徹
熱

狂
犬
咬
傷
毒

黒
泡
腫
‐

隔
膜
峨
衝

・
ブ
ソ
イ
チ
ス

布
蘇
乙
扶
斯

身
体
強
硬

癖
病

窒
息

卒
廠

不
語
咽
吃
及
瘤
痙

交
接
無
力

黒
内
障

淫
欲
欠
失

労
擦

吐
膿
労

結
膿
労

（
刊
本
）

伝
染
疫

レ
ハ
ン
ト

列
漢
多
疫

コ
ウ
デ
ペ
ス
ト

吾
烏
姪
百
私
篤

犬
毒
恐
水
病

ミ
ル
ト
ヒ
ユ
ー
ル

密
永
多
扶
兒

横
隔
膜
鰍
衝

腰
筋
倣
衝

身
体
強
直

麻
俳
病

肺
排

卒
死

不
語
及
失
声

陽
精
無
力

黒
障
眼

不
淫

消
削
病

吐
膿
肺
労

蓄
膿
肺
労

脱
失
労

粘
液
労

寺
ラ
ス
母
、
ユ
ス
七
二
リ
ス

麻
刺
斯
密
斯
施
祢
里
私

ア
ト
ロ
ヒ
ア

亜
答
魯
比
亜

肺
結
核
労

風
気
鯵
蓄

脱
泄
病

喀
血
咳
血

吐
血

小
便
失
禁

膀
胱
粘
液
漏
洩

粘
液
淋

泄
湾

蒸
気
鯵
閉

壽
麻
熱

打
撲
斑

水
泡
疹

皮
層
倣
赤

銅
色
疹

虚
労

粘
液
肺
労

老
衰
病

枯
労

結
核
肺
労

風
気
病
滞

過
泄
病

略
血

嘔
血

遺
尿

膀
胱
粘
液
漏
泄

淋
病

下
痢

蒸
気
閉
塞

ロ
ー
ス

篝
麻
羅
斯

血
斑

天
泡
瘡

エ
レ
イ
テ
で

謁
戻
的
麻

皷
赤
飽
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こ
れ
ら
の
病
名
は
漢
方
医
学
の
用
語
を
当
て
は
め
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
先
人
の
蘭
学
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
（
例
、
咬
傷
毒
Ｉ
宇
田

川
玄
随
『
内
科
撰
要
』
）
も
あ
り
、
洪
庵
の
創
案
に
よ
る
も
の
（
例
、
枯
労
）
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
適
切
な
訳
語
を
見
出
せ
ず
に
オ
ラ
ン
ダ
語

イ
ー
ク
卜

・
プ
ソ
イ
チ
ス

（
例
、
伊
掘
篤
）
ま
た
は
ラ
テ
ン
語
（
例
、
布
蘇
乙
扶
斯
）
の
原
名
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

イ
ー
ク

初
訳
の
痛
風
と
い
う
病
名
は
漢
方
で
使
っ
て
い
る
意
味
と
西
洋
の
も
の
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
で
、
刊
本
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
を
使
っ
て
伊
掘

篇
と
し
た
が
、
現
代
で
は
ま
た
痛
風
と
い
わ
れ
て
い
る
。

コ
ウ
デ
ペ
ス
ト

コ
ロ
Ⅱ
夕

冷
徹
熱
（
奇
烏
姪
百
私
篤
）
と
い
う
の
は
コ
レ
ラ
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
訳
注
と
し
て
、
初
稿
本
で
は
「
邦
俗
所
し
云
三
日
蝿
」
、

刊
本
で
は
「
邦
俗
所
謂
虎
狼
痢
」
と
記
し
て
い
る
。
コ
レ
ラ
は
わ
が
国
で
は
こ
れ
よ
り
先
文
政
五
年
に
第
一
回
の
大
流
行
が
あ
っ
た
が
、
『
扶

皮
層
剥
燗

折
裂

夏
日
斑

皮
層
硬
厚

禿
瘡

痛
風

脂
肪
過
溢

成
形
病

月
経
初
来

月
経
閉
塞

月
経
過
多

湿
燗

鞁
裂

雀
斑

腓
砥

脱
髪

イ
ー
ク
ト

伊
掘
篇

脂
肪
過
剰

器
質
変
性
病

経
血
初
見

経
閉

経
血
過
泄

月
経
初
止

捨
制

分
娩

石
婦

燗
斑

ロ
ー
ス

羅
斯

喘
息

洩
湾

痙
掌

皮
疹

急
発
喘
息

急皮搭下嘩 丹 湿 不 娩 子 経
喘疾搦利喘毒燗孕産滴血

収
止
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白
麻
酔
お
よ
び
麻
酔
薬
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

（
一
一
一
）

治
療
術
式
あ
る
い
は
薬
物
名
に
つ
い
て
取
り
上
げ
れ
ば
問
題
は
非
常
に
多
い
が
、
こ
こ
で
は
松
木
が
詳
細
な
語
史
的
検
索
を
行
っ
て
い
る
麻

酔
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
知
見
の
補
足
を
し
て
お
く
。
な
お
こ
の
こ
と
は
六
十
三
年
九
月
の
例
会
で
発
表
し
た
。

ま
ず
松
木
の
見
解
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。
松
木
に
よ
れ
ば
、
麻
酔
と
い
う
言
葉
は
和
漢
の
主
な
古
典
に
見
当
ら
ず
、
ま
た
近
代
の
中
国
の
辞

典
に
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
日
本
で
造
語
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
は
じ
め
て
全
身
麻
酔
で
手
術

を
し
た
華
岡
青
洲
の
記
録
に
は
麻
酔
と
い
う
言
葉
は
な
く
、
「
終
身
麻
蝉
し
て
痒
痛
を
覚
え
ず
」
と
い
う
よ
う
に
麻
蝉
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

（
一
三
一
）

い
る
。
日
本
で
は
じ
め
て
麻
酔
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
文
献
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
に
杉
田
成
卿
が
翻
訳
出
版
し
た
『
済
生
備
考
』
の

中
の
「
亜
的
耳
（
ア
ー
テ
ル
吸
法
）
試
説
」
で
あ
る
よ
う
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ア
ー
テ
ル
と
は
エ
ー
テ
ル
の
こ
と
で
あ
り
、
エ
ー
テ
ル
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
薬
品
で
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
に
も
し
ば
し
ば

次
に
、
見
出
し
に
出
て
い
る
病
名
で
は
な
い
が
、
神
経
熱
の
中
の
一
つ
の
亜
型
と
し
て
、
初
稿
本
で
は
厩
決
法
亟
情
愛
密
諦
簗
斯
誰
確
認
経
を

あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
刊
本
で
は
こ
の
と
こ
ろ
は
「
腸
胃
ノ
患
ヒ
ヲ
兼
ル
神
経
熱
」
と
表
現
し
て
い
る
。

二
○
）

藤
井
尚
久
氏
は
『
明
治
前
本
邦
内
科
史
』
に
お
い
て
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
内
容
総
目
次
を
掲
げ
、
そ
の
神
経
熱
の
病
名
の
下
に
注
を
つ
け

、

「
異
本
『
扶
氏
経
験
遺
言
』
に
底
扶
私
亜
蒲
突
密
那
栗
斯
（
弓
言
言
い
凹
臣
ｏ
冒
冒
農
吻
）
を
含
む
」
と
書
い
て
い
る
。
藤
井
氏
は
ま
た
『
明
治
前

（
一
一
）

本
邦
疾
病
史
』
で
も
こ
の
自
家
所
蔵
の
異
本
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
初
稿
本
の
写
本
の
一
つ
で
あ
る
。

土
肥
氏
旧
蔵
の
再
稿
本
で
は
、
始
め
の
方
は
刊
本
と
一
致
し
て
い
る
が
、
後
の
方
は
だ
い
た
い
初
稿
本
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
で
も
述

べ
る
よ
う
に
再
稿
本
お
よ
び
刊
本
の
作
製
の
元
に
な
っ
た
初
訳
の
稿
本
が
一
種
類
で
は
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

行
し
た
。

（
九
）

氏
経
験
遺
訓
」
の
刊
行
直
後
の
安
政
五
年
に
は
二
度
目
の
大
流
行
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
、
洪
庵
は
さ
ら
に
『
虚
狼
痢
治
準
』
を
急
拠
訳
述
し
刊
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ア
ー
テ
ル

亜
的
兒
と
し
て
出
て
く
る
。
こ
の
頃
の
エ
ー
テ
ル
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
同
様
に
強
壮
剤
ま
た
は
溶
剤
と
し
て
主
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
多
量
に
飲

め
ば
麻
酔
作
用
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
一
八
四
六
年
に
ア
メ
リ
カ
で
エ
ー
テ
ル
に
よ
る
吸
入
麻
酔
が
成
功
し
、
そ
れ
か
ら

四
年
後
に
杉
田
成
卿
が
そ
れ
を
日
本
に
紹
介
し
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
松
木
は
前
述
の
論
文
を
書
い
た
時
に
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
を
見
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
『
経
験
遺
訓
』
に
も
麻
酔
あ
る
い
は
麻
酔
薬

と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
た
だ
し
エ
ー
テ
ル
麻
酔
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
阿
芙
蓉
（
阿
片
）
、
莨
若
、
曼
陀
羅
華
（
ベ
ラ
ド

ン
ナ
）
等
の
薬
物
を
麻
酔
薬
ま
た
は
麻
痒
薬
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
原
語
は
ご
胃
８
冒
画
．
冒
胃
８
昏
昏
⑦

目
＆
①
］
あ
る
い
は
ぐ
の
ａ
ｏ
ｏ
ぐ
の
目
①
目
匙
匙
等
で
あ
る
。

『
経
験
遺
訓
』
の
刊
本
で
は
こ
れ
ら
の
薬
語
を
麻
酔
薬
で
統
一
し
て
い
る
が
、
初
稿
本
で
は
同
じ
言
葉
に
対
し
て
、
麻
溥
薬
、
鎮
痙
痒
薬
、

麻
俳
剤
、
麻
薬
、
麻
剤
、
癖
麻
剤
、
麻
酔
薬
、
麻
睡
薬
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訳
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
初
稿
の
訳
を
し
た
人
が
複
数
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
杉
田
成
卿
が
麻
酔
と
い
う
言
葉
を
使
う
以
前
、
天
保
頃
に
麻
酔
薬

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
成
卿
は
『
済
生
備
考
』
の
一
年
前
の
嘉
永
二
年
に
、
『
経
験
遺
訓
』
と
同
じ
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
原
書
か
ら
『
済
生
三
方
』
を
翻
訳
し

た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
は
こ
こ
で
も
旨
胃
８
胃
騨
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
り
、
成
卿
は
そ
れ
を
麻
酔
薬
と
訳

し
て
い
る
。
洪
庵
も
『
経
験
遺
訓
』
の
刊
本
の
訳
稿
を
仕
上
げ
る
時
に
、
成
卿
の
こ
れ
ら
の
訳
業
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
天
保
以
前
、
文
政
頃
は
麻
酔
と
い
う
言
葉
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
四
）
（
一
五
）

宇
田
川
榛
斎
・
椿
庵
父
子
は
文
政
八
年
に
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
を
、
文
政
十
三
年
に
暴
銅
和
蘭
薬
鏡
』
を
訳
述
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
参
照
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
覧
し
て
見
る
と
、
阿
片
そ
の
他
の
薬
物
を
麻
痒
薬
あ
る
い
は
催
睡
薬
と
称
し
て
い
る

が
、
麻
酔
あ
る
い
は
麻
睡
と
い
う
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
。
麻
溥
薬
、
催
睡
薬
と
い
う
言
葉
は
頻
繁
に
使
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
麻
痒
催

睡
薬
さ
ら
に
麻
睡
薬
と
い
う
熟
語
が
で
き
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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用
語
に
つ
い
て
は
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
初
稿
本
と
刊
本
で
そ
う
と
う
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
文
章
も
比
較
し
て
見
る
と
か
な
り
の

相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は
部
分
的
に
訂
正
し
た
程
度
の
も
の
で
は
な
い
。
以
下
、
初
稿
本
、
再
稿
本
、
刊
本
の
同
じ
個
所
を
い
く
つ
か
例
を
あ
げ

て
示
し
、
考
察
を
加
え
る
。

麻
睡
か
ら
麻
酔
へ
と
連
想
す
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
松
木
に
よ
れ
ば
、
麻
睡
と
麻
酔
は
明
治
初
年
ま
で
混
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

経
過
ス
ル
可
ア
リ
。

急
性
熱
病
マ
ト
冠
リ
ヂ
疵
蓉
秀
飼
羅

ミ
ナ

凡
ソ
熱
病
品
類
多
端
ナ
レ
ド
モ
要
し
之
皆
之
一
個
ノ
急
性
病
ナ
ル
ノ
ミ
。
其
本
性
血
豚
系
統
ノ
運
営
冗
進
シ
テ
生
活
諸
機
威
増
盛
シ
、
必

ワ
ゾ

ス
ナ
ワ

ズ
体
温
過
越
ヲ
ナ
ス
。
之
故
二
各
種
ノ
熱
病
皆
倣
衝
性
ナ
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
其
勢
縄
力
’
一
増
劇
ス
レ
バ
抑
チ
真
峨
衝
熱
ト
ナ
ル
。

凡
ソ
生
機
此
ノ
如
ク
冗
盛
増
進
シ
テ
長
ク
連
綿
持
続
ス
ル
モ
ノ
ニ
ァ
ラ
ズ
。
必
ズ
衰
敗
シ
テ
終
二
死
二
至
り
、
若
ク
ハ
復
故
〆
善
良
ノ
分

利
ヲ
得
テ
健
全
ニ
復
シ
、
若
ク
ハ
転
ジ
テ
他
病
ト
ナ
ル
。
故
一
一
諸
熱
病
更
二
各
種
ノ
熱
病
一
一
変
ジ
、
或
〈
逐
次
二
伝
移
シ
テ
各
種
ノ
熱
病
ヲ

㈲
急
性
熱
病
、
総
論

こ
れ
は
本
文
の
第
一
頁
の
文
章
で
あ
る
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
は
再
稿
本
と
刊
本
は
同
じ
で
あ
る
。

〔
初
稿
本
、
巻
一
〕

三
『
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
文
章
に
つ
い
て
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こ
の
両
者
を
比
較
す
る
と
内
容
は
同
じ
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
文
章
に
は
相
当
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
初
稿
本
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
オ

ラ
ン
ダ
語
の
原
本
に
忠
実
な
訳
で
あ
り
、
刊
本
の
方
は
こ
の
内
容
を
把
握
し
た
上
で
大
胆
に
書
き
換
え
た
意
訳
で
あ
る
。

徴
候
触
覚
触
動
思
慮
二
関
カ
ル
ノ
運
営
其
ノ
常
ヲ
失
上
、
且
シ
其
ノ
失
常
神
経
稲
鑑
徳
義
二
起
因
〆
他
疾
ノ
発
状
ニ
ァ
ラ
ズ
或
〈
仮
令
余

患
二
原
ク
モ
純
ハ
ラ
神
経
ノ
失
常
ヲ
発
現
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
而
〆
其
ノ
病
ダ
ル
触
覚
極
触
動
筋
精
神
ノ
運
営
若
ク
ハ
過
敏
ト
ナ
リ
或
ハ
遅
鈍

口
神
経
病
、
総
論

こ
こ
の
と
こ
ろ
は
再
稿
本
は
改
訳
さ
れ
て
お
ら
ず
、
初
稿
本
と
同
じ
で
あ
る
。

凡
ソ
熱
病
品
類
多
シ
ト
錐
モ
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
心
臓
血
脈
ノ
運
動
冗
進
シ
諸
器
ノ
運
営
増
盛
シ
、
以
テ
体
温
過
越
セ
ル
一
轍
ノ
急
性
病
ナ
ル

ワ
ヅ

ノ
ミ
。
故
二
諸
熱
病
其
初
メ
倣
衝
性
ナ
ラ
ザ
ル
者
ナ
ク
、
勢
上
繧
カ
ニ
増
劇
ス
レ
ゞ
〈
真
鰍
衝
熱
ト
ナ
ル
。

是
故
一
一
又
諸
熱
病
必
シ
モ
其
区
域
ヲ
固
守
セ
ズ
、
精
力
ノ
旺
衰
二
随
上
生
機
ノ
転
変
二
応
ジ
テ
、
或
〈
互
二
交
換
シ
移
り
、
或
ハ
逐
次
二

経
過
シ
伝
フ
ル
可
ア
リ
。

〔
再
稿
本
、
巻
－
１
刊
本
、
巻
一
〕

急
性
熱
病
マ
レ
売
り
声
”
蓉
夢
勵
羅

〔
初
稿
本
、
巻
六
ｌ
再
稿
本
、
巻
七
〕

神
経
病

総
論

総
論

巻
－

1－ゴ
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白
徽
毒

前
に
述
べ
た
よ
う
に
土
肥
慶
蔵
氏
は
『
世
界
徽
毒
史
』
を
書
い
た
時
に
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
再
稿
本
を
参
照
し
て
い
る
。
次
の
文
章
が

そ
の
引
用
文
の
一
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
初
稿
本
の
文
章
と
同
じ
で
あ
り
、
刊
本
と
は
次
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
い
っ
て
い
る
内
容
は
同
じ
だ
が
文
章
は
か
な
り
違
う
。
初
訳
の
方
は
直
訳
体
で
や
や
理
解
し
難
い
。
刊
本
の
文
章
は
こ
の
場
合
は
前

の
例
の
よ
う
に
簡
単
化
し
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
言
葉
を
補
足
し
て
理
解
し
や
す
く
し
て
い
る
。
前
の
例
で
も
こ
の
例
で
も
、
初
訳
を
し
た
人

と
そ
れ
を
修
正
し
た
人
は
別
人
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
修
正
を
し
た
人
は
洪
庵
以
外
に
は
あ
り
得
ず
、
初
訳
を
し
た
人
は
当
然
門
人
で
あ
ろ
う
。

徴
候
几
ソ
覚
機
、
動
機
或
ハ
精
神
ノ
運
営
、
常
ヲ
変
ス
ル
ノ
疾
病
〈
総
テ
之
ヲ
神
経
病
卜
謂
フ
。
其
ノ
変
常
他
病
ノ
余
証
二
非
ズ
〆
実
ニ

モ
ト

神
経
系
識
埼
織
榊
二
根
拠
セ
ル
者
ハ
固
ヨ
リ
論
ヲ
俟
タ
ズ
、
仮
令
上
他
病
二
原
ツ
ク
ト
モ
純
く
う
神
経
系
ノ
変
ヲ
徴
ス
ル
者
〈
亦
之
二
算
入

ス
。
然
〆
其
ノ
病
ダ
ル
五
官
誰
率
鼻
、
精
神
、
諸
筋
二
係
ル
運
営
ノ
冗
盛
鋸
銅
卜
減
却
蛎
動
罐
痒
ト
常
態
ヲ
変
セ
ル
ト
ニ
ァ
リ
ト
ス
。

〔
初
稿
本
、
巻
十
二
ｌ
再
稿
本
、
巻
十
三
〕

感
染
ノ
初
メ
其
ノ
部
二
刺
衝
炎
衝
ヲ
起
シ
、
終
二
其
ノ
部
ノ
粘
液
増
盛
変
常
シ
、
或
〈
転
ジ
テ
潰
瘍
ト
ナ
リ
、
或
ハ
コ
ノ
両
症
ヲ
兼
発

〔
刊
本
、
巻
八
〕

神
経
病
等
胸

ト
ナ
リ
或
〈
変
態
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ
。

総
聿

同冊

ネ
ゥ
ロ
セ
ス
羅

セ
ー
’
二
１
ジ
ー
キ
テ
ン
蘭
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こ
れ
も
か
な
り
違
っ
た
文
章
だ
が
、
こ
れ
は
洪
庵
が
書
き
換
え
た
と
い
う
よ
り
は
、
別
の
訳
稿
の
文
章
を
採
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
初

訳
の
訳
稿
は
必
ず
し
も
一
種
類
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
徽
毒
の
項
の
最
後
に
は
、
原
書
に
戒
め
と
し
て
ラ
テ
ン
語
の
格
言
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
翻
訳
で
き
な
か
っ
た
た
め

か
、
初
稿
本
で
は
こ
こ
を
空
白
に
し
て
あ
り
、
再
稿
本
で
は
原
文
の
ま
ま
書
い
て
あ
り
、
け
つ
き
よ
く
刊
本
で
は
こ
の
部
分
を
削
除
し
て
い

る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
再
稿
本
、
巻
十
三
〕

所
謂
ル
予
防
法
ト
称
シ
テ
購
接
ノ
前
后
諸
種
ノ
擦
薬
洗
剤
ヲ
施
ス
ヲ
誉
ム
ル
ー
，
一
般
ナ
リ
。
然
し
ド
モ
ー
モ
其
ノ
験
ア
ル
者
ナ
シ
。
是
し

古
語
二
曰
フ
匡
昌
２
日
冒
名
ご
両
目
２
日
冨
昌
ぐ
２
９
③
』
〕
①
鷲
：
切
目
ｇ
蔚
凹
国
。
目
○
ぐ
２
９
８
．
タ
ル
ノ
ミ
。

〔
初
稿
本
、
巻
十
二
〕

所
し
云
ル
予
防
法
卜
称
シ
テ
購
接
ノ
前
后
二
諸
種
ノ
擦
薬
洗
剤
ヲ
施
ス
ヲ
誉
ム
ル
可
一
般
也
。
然
し
ド
モ
ー
モ
其
ノ
験
ア
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

之
し
古
語
｝
一
云
う
○
○
○
○
○
○
○
○
タ
ル
ノ
ミ
。

〔
刊
本
、
巻
二
十
二
〕

是
し
唯
感
染
ノ
部
二
刺
衝
ヲ
起
ス
ノ
ミ
ニ
〆
、
未
ダ
他
部
二
蔓
延
セ
ズ
、
粘
液
漏
泄
識
稚
詫
或
〈
潰
瘍
等
箔
ヲ
生
ジ
、
若
ク
ハ
両
症
ヲ
兼
発

セ
ル
者
ナ
リ
。

ス
◎
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こ
の
ラ
テ
ン
語
の
意
味
は
「
性
病
の
唯
一
の
予
防
法
は
禁
欲
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
蘭
学
者
た
ち
は
ラ
テ
ン
語
が
古
典
語
で
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
読
解
法
ま
で
は
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
他
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
と
こ
ろ
で
も
翻
訳
が
難
し
い
と
こ
ろ
は
住
々
に
し
て
あ
り
、
初
稿
本
や
再
稿
本
で
は
そ
の
部
分
は
や
は
り
空
白
に

し
て
お
い
た
り
、
原
文
を
書
い
て
お
い
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
刊
本
の
段
階
で
は
そ
れ
を
訳
せ
た
場
合
と
、
こ
の
例
の
よ
う
に
省
略
し
た
場

合
と
、
暫
定
訳
ま
た
は
原
語
を
記
し
て
正
直
に
わ
か
ら
な
い
と
書
い
て
い
る
場
合
と
が
あ
る
。

（
一
一
ハ
）

大
槻
の
『
新
撰
洋
学
年
表
』
を
見
る
と
、
弘
化
四
年
の
項
に
『
病
学
通
論
』
緒
方
洪
庵
撰
と
し
て
、
そ
の
解
説
で
「
此
撰
を
義
弟
緒
方
郁
蔵

の
功
其
半
に
居
り
と
云
ふ
」
と
注
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
郁
蔵
は
い
わ
ゆ
る
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』

の
場
合
は
さ
ら
に
大
部
の
書
で
あ
る
か
ら
、
郁
蔵
を
始
め
と
し
て
複
数
の
門
人
が
関
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
初
稿
本
で
は
門
人
の
名
前

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
刊
本
で
は
緒
方
洪
庵
、
郁
蔵
同
訳
、
大
庭
景
徳
参
校
と
し
て
、
そ
の
労
に
報
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

緒
方
が
『
緒
方
洪
庵
伝
』
で

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
た

と
も
あ
れ
以
上
述
べ
た
こ
と
に
よ
り
、
洪
庵
は
ま
ず
門
人
に
下
訳
を
さ
せ
て
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
彼
の
訳
稿
を
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
が

「
洪
庵
が
最
初
に
天
保
十
三
年
に
一
応
ま
と
め
て
か
ら
、
郁
蔵
が
そ
の
完
成
に
協
力
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
天
保
十
三
年
ご

ろ
の
も
の
は
、
洪
庵
だ
け
の
名
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

〔
刊
本
、
巻
二
十
二
〕

世
二
徽
毒
ノ
予
防
法
ト
称
シ
テ
交
購
ノ
前
後
二
施
ス
所
ノ
擦
薬
洗
剤
等
多
シ
ト
錐
モ
ー
モ
其
ノ
功
ヲ
奏
セ
シ
者
ア
ル
可
ナ
シ
。
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こ
の
福
沢
の
文
章
を
読
む
と
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
洪
庵
が
門
人
の
訳
稿
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
を
自
在
に
操
っ
て
原
稿
を
作
り
上
げ
て
行
く

姿
が
坊
佛
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
豪
胆
さ
が
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の
門
人
の
力
を
発
揮
さ
せ
つ
つ
、
あ
れ
だ
け
の
大
部
の
訳
著
を
完

成
さ
せ
て
世
を
禅
益
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
の
に
は
私
は
賛
成
で
き
な
い
。

以
上
述
べ
た
よ
う
な
洪
庵
の
翻
訳
の
仕
方
あ
る
い
は
翻
訳
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
安
政
年
間
に
適
塾
の
塾
頭
を
し
て
い
た
福
沢
諭
吉
の
回

（
一
七
）

顧
談
が
も
っ
と
も
参
考
に
な
る
と
思
う
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

訳
注
は
訳
者
の
考
え
方
や
学
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
翻
訳
の
時
の
事
情
を
さ
ぐ
る
手
が
か
り
に
も
な
る
の
で
興
味
が
あ
る
。
『
経
験

お
ら
ん
だ

緒
方
先
生
は
前
に
も
云
う
如
く
一
向
字
句
に
構
わ
ず
、
荷
蘭
の
文
法
を
明
に
し
て
其
難
文
を
解
釈
す
る
は
最
も
得
意
な
れ
ど
も
、
翻
訳
の

一
段
に
至
れ
ば
原
書
を
軽
蔑
し
て
眼
中
に
置
か
ず
、
其
持
論
に
曰
く
、
抑
も
翻
訳
は
原
書
を
読
み
得
ぬ
人
の
為
に
す
る
業
な
り
、
然
る
に
訳

書
中
無
用
の
難
文
字
を
臆
列
し
て
、
一
読
再
読
尚
お
意
味
を
解
す
る
に
難
き
も
の
あ
り
、
畢
寛
原
書
に
拘
泥
し
て
無
理
に
漢
文
字
を
用
い
ん

と
す
る
の
罪
に
し
て
、
其
極
、
訳
書
と
原
書
と
対
照
せ
ざ
れ
ぱ
解
す
可
ら
ざ
る
に
至
る
、
笑
う
可
き
の
甚
だ
し
き
も
の
な
り
云
女
と
は
吾
を

つ
れ

門
下
生
の
毎
に
聞
く
所
に
し
て
、
其
持
論
の
事
実
に
現
わ
れ
た
る
一
例
を
言
わ
ん
に
、
或
時
門
生
の
一
人
坪
井
信
良
と
云
う
者
が
、
遠
方
に

も
と

と
し
き

て
何
か
翻
訳
し
た
り
と
て
、
先
生
の
許
に
草
稿
を
送
り
て
校
閲
を
乞
い
け
る
に
、
先
生
は
朱
筆
を
把
り
て
頻
り
に
之
を
添
冊
し
つ
つ
あ
り
、

其
時
余
は
先
生
の
傍
ら
に
居
合
せ
親
し
く
様
子
を
窺
う
に
、
先
生
の
机
上
に
は
原
書
な
く
し
て
唯
翻
訳
草
稿
を
添
Ⅲ
す
る
の
承
。
原
書
を
見

け
だ

か
く

ず
し
て
翻
訳
書
に
筆
を
下
す
は
蓋
し
先
生
一
人
な
ら
ん
。
其
文
事
に
大
胆
な
る
こ
と
概
ね
此
の
如
し
。

四
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
訳
注
に
つ
い
て
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遺
訓
』
の
訳
注
は
初
稿
本
、
再
稿
本
、
刊
本
で
か
な
り
違
っ
て
お
り
、
訳
注
に
も
最
後
ま
で
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
本
文
の

中
に
入
れ
き
ら
な
い
注
は
ま
と
め
て
付
録
三
巻
と
し
て
い
る
。

。
初
稿
本
、
再
稿
本
、
刊
本
に
共
通
の
訳
注

ウ
ニ
イ

こ
れ
も
一
例
を
あ
げ
る
。
巻
二
の
腐
敗
熱
（
敗
血
症
）
の
と
こ
ろ
で
「
こ
の
患
者
の
血
液
を
刺
絡
（
潟
血
）
す
る
と
、
そ
の
血
液
は
吻
乙

（
血
清
）
と
血
肝
（
血
餅
）
に
分
離
せ
ず
に
混
渭
す
る
」
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
敗
血
症
の
際
の
凝
固
障
害
を
い
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

が
、
こ
れ
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
訳
注
を
つ
け
て
い
る
。

再
稿
本
、
刊
本
で
は
こ
の
訳
注
は
削
除
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
越
必
姪
密
、
英
姪
密
の
と
こ
ろ
に
病
学
通
論
を
見
よ
と
い
う
意
味
の
園
と
い

う
符
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

目
初
稿
本
だ
け
の
訳
注

エ
ビ
デ
尋
、

一
つ
の
例
を
あ
げ
る
。
巻
一
の
峨
衝
熱
の
と
こ
ろ
で
、
越
必
姪
密
、

つ
い
て
い
る
。

越
必
姪
密
〈
大
気
飲
食
気
候
等
若
ク
ハ
不
明
ノ
所
因
二
由
テ
、
当
時
衆
人
一
般
一
一
同
種
ノ
病
ヲ
患
フ
ベ
キ
モ
ノ
、
或
〈
峨
衝
病
或
〈
神
経

病
或
〈
腸
胃
病
等
、
之
ヲ
当
時
流
行
性
ト
云
上
、
英
姪
密
〈
端
へ
（
大
気
飲
食
気
候
等
各
地
固
有
ノ
性
有
テ
、
之
ガ
為
一
二
県
一
郡
同
種
ノ

病
一
一
罹
ル
ベ
キ
モ
ノ
、
之
ヲ
各
地
流
行
性
ト
イ
フ
。
他
皆
之
二
倣
へ
。
尚
ヲ
原
病
約
論
中
詳
説
ア
リ
、
就
テ
見
ル
ベ
シ
。

エ
ソ
ヨ
ア
ざ

英
姪
密
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
か
な
り
詳
し
い
訳
注
が
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白
再
稿
本
だ
け
の
訳
注

こ
の
再
稿
本
は
巻
三
の
間
歌
熱
（
マ
ラ
リ
ア
）
の
と
こ
ろ
ま
で
改
訳
し
て
、
刊
本
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
他
に
こ
の
稿
本
の

夛
白
○
鉱
庁

特
徴
と
し
て
モ
ス
ト
氏
（
お
そ
ら
く
そ
の
『
医
学
辞
典
』
）
か
ら
非
常
に
頻
繁
に
し
か
も
長
い
文
章
を
訳
注
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
は
こ
の
改
訳
し
た
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
り
、
し
か
も
刊
本
で
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
ス
ト
か
ら
の
訳
注
は
参
考
に

な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
考
え
る
と
妥
当
で
な
い
と
判
断
さ
れ
て
、
最
終
的
に
は
削
除
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

の
引
用
は
省
略
す
る
。

治
療
の
目
的
で
潟
血
し
た
血
液
の
性
状
を
見
て
、
病
気
の
診
断
の
助
け
に
す
る
の
は
西
洋
で
は
よ
く
行
わ
れ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
知
ら
な
い
日
本
人
に
対
し
て
は
必
要
な
訳
注
で
あ
っ
た
。

四
刊
本
だ
け
の
訳
注

こ
れ
は
洪
庵
そ
の
人
の
見
識
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
洪
庵
の
医
学
知
識
が
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
よ
り
も
部
分
的
に
は
進
ん
で
い
た

こ
と
を
示
す
訳
注
を
紹
介
す
る
。
そ
れ
は
巻
二
十
一
の
蒼
身
病
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
）
の
治
療
の
項
で
、
次
の
う
氏
の
本
文
に
対
す
る
も
の
で
あ

〉
（
》
。

平
人
ノ
血
ヲ
取
テ
器
二
盛
レ
バ
凝
集
シ
テ
塊
ヲ
成
シ
、
稀
液
其
ノ
上
面
二
浮
カ
ブ
、
其
ノ
稀
液
ヲ
吻
乙
ト
云
上
、
其
ノ
塊
ヲ
血
肝
卜
云

う
。

血
液
二
酸
素
ヲ
与
ヘ
テ
炭
素
ヲ
奪
う
ヲ
第
一
務
ト
ス
、
故
一
一
塩
酸
硫
酸
ヲ
内
服
薬
ト
シ
、
洗
薬
或
〈
浴
薬
ト
ス
。
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こ
の
フ
氏
の
記
述
に
は
化
学
が
未
発
達
の
頃
の
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
酸
素
は
す
べ
て
の
酸
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
酸
を
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
酸
素
を
補
給
で
き
る
と
い
う
誤
解
で
あ
る
。
塩
酸
は
酸
素
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
硫
酸
は
酸
素
を
含
ん
で
い
る
が
、
硫

酸
を
補
給
し
て
も
酸
素
を
補
給
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

（
一
八
）

洪
庵
は
宇
田
川
椿
庵
の
『
舎
密
開
宗
』
を
参
考
書
と
し
て
い
た
か
ら
、
も
っ
と
進
ん
だ
正
確
な
化
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
。
『
舎
密
開
宗
』

に
は
酸
素
の
製
法
や
そ
の
呼
吸
に
対
す
る
意
義
ま
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
本
文
に
対
し
て
洪
庵
は
次
の
よ
う
な
訳
注
を
つ
け
て
い
る
。

次
に
あ
る
程
度
書
か
れ
た
時
期
を
推
定
で
き
る
訳
注
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
は
巻
十
八
の
痘
瘡
の
中
の
変
痘
と
い
う
項
目
に
対
す
る
訳
注

向
い
己
い
舜
四
一
存

で
あ
り
、
カ
ン
ス
タ
ッ
ト
の
原
書
の
変
痘
の
項
を
訳
し
て
注
と
し
た
非
常
に
長
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
訳
注
の
前
に
記
さ
れ
た
洪
庵
の
断
り
書

き
だ
け
を
左
に
引
用
す
る
。

訳
者
云
ク
、
此
編
ノ
所
論
二
依
レ
バ
変
痘
〈
先
二
牛
痘
種
ヲ
行
ヘ
ル
者
ノ
ミ
ノ
患
フ
ル
所
ナ
ル
ニ
似
タ
リ
ト
錐
ド
モ
、
他
書
二
就
テ
考
フ

．
カ
ソ
ス
タ
ッ
ト

ル
ニ
必
ズ
シ
モ
然
ル
ー
非
ズ
。
就
中
空
斯
達
篤
都
ガ
治
療
書
肝
郵
窪
煙
十
二
載
ス
ル
所
、
議
論
頗
ル
精
詳
ナ
リ
。
此
頃
門
人
渡
辺
卯
三
郎
挙
擢
寺

之
ヲ
訳
セ
リ
。
方
今
本
邦
モ
亦
牛
痘
種
ノ
行
ハ
ル
、
ガ
故
二
、
此
痘
ヲ
弁
別
ス
ル
可
実
一
一
医
家
ノ
要
務
ト
ナ
レ
リ
。
故
二
今
略
採
〆
左
二
之

ヲ
附
賛
ス
。
読
者
其
ノ
蛇
足
ヲ
各
ム
ル
可
勿
レ
。

按
ズ
ル
ニ
塩
酸
〈
水
素
酸
ナ
リ
。
酸
素
ヲ
孕
メ
ル
者
二
非
ズ
。
其
ノ
功
力
恐
ク
ハ
酸
一
一
在
テ
酸
素
ニ
在
ル
ー
非
ズ
。
編
中
舎
密
二
係
レ
ル

論
説
〈
未
ダ
方
今
ノ
学
ヨ
リ
精
シ
カ
ラ
ザ
ル
所
間
を
之
ア
ル
ニ
似
タ
リ
。

こ
の
カ
ン
ス
タ
ッ
ト
の
原
書
は
一
八
四
八
年
版
（
嘉
永
元
年
）
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
入
手
し
て
訳
出
し
た
の
は
早
く
て
も
嘉
永
二

（20） 248



年
以
後
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
邦
で
も
牛
痘
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
こ
の
変
痘
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
も
い
っ
て
い
る
。

三
．
ご
画
房
の

長
崎
出
島
の
蘭
館
医
モ
ー
ニ
ッ
ケ
に
よ
っ
て
牛
痘
苗
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
嘉
永
二
年
で
あ
り
、
大
坂
で
洪
庵
ら
が
種
痘
を
始
め
た
の
も
そ
の

年
の
十
一
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
注
を
書
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
後
で
あ
る
。

洪
庵
は
嘉
永
三
年
に
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
伺
を
一
度
提
出
し
た
が
許
可
さ
れ
ず
、
そ
れ
よ
り
七
年
後
の
安
政
四
年
に
許
可
さ
れ
た
の

だ
が
、
こ
の
訳
注
は
そ
の
嘉
永
三
年
か
ら
安
政
四
年
ま
で
の
間
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

初
稿
本
、
再
稿
本
、
刊
本
の
い
ず
れ
の
場
合
も
そ
の
凡
例
の
中
で
、
『
名
物
考
』
『
和
蘭
薬
鏡
』
『
舎
密
開
宗
』
等
に
載
っ
て
い
る
薬
物
は
、

そ
れ
ら
を
参
照
せ
よ
と
い
う
引
用
符
を
つ
け
る
が
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
て
い
な
い
薬
物
に
つ
い
て
は
、
ま
と
め
て
付
録
で
説
明
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
実
際
は
初
稿
本
、
再
稿
本
の
段
階
で
は
付
録
ま
で
作
ら
れ
な
か
っ
た
。

刊
本
で
は
付
録
上
中
下
三
巻
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
参
考
文
献
を
見
る
と
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
一
八
五
四

ネ
ー
デ
ル
ヲ
ン
ド

ワ
ー
ト
ル

年
版
（
安
政
元
年
）
の
『
混
姪
兒
蘭
土
薬
局
方
」
や
、
安
政
三
年
刊
行
の
『
窟
篤
兒
薬
性
論
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。
『
窟
篤
兒
薬
性
論
』
は
林

洞
海
が
天
保
十
一
年
に
翻
訳
し
た
が
、
な
か
な
か
出
版
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
本
で
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
『
経
験
遺
訓
』
付
録
の
凡
例
の
文

章
を
読
む
と
、
こ
れ
は
『
蛮
篤
兒
薬
性
論
』
の
出
版
以
後
、
お
そ
ら
く
安
政
四
年
の
『
経
験
遺
訓
』
本
編
の
出
版
許
可
後
に
書
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

本
編
二
〔
附
〕
符
ヲ
記
セ
ル
者
ハ
薬
名
術
名
病
名
二
拘
ハ
ラ
ズ
、
皆
此
編
二
挙
グ
ベ
キ
ノ
本
志
タ
リ
シ
ト
錐
ド
モ
、
近
頃
世
二
公
行
セ
ル

書
中
已
二
之
ヲ
詳
二
セ
ル
者
ハ
蛇
足
二
属
ス
ル
ガ
故
一
一
、
其
ノ
書
二
譲
テ
今
之
ヲ
載
セ
ズ
。
就
中
林
氏
ノ
窟
篤
兒
薬
論
一
一
出
ル
者
多
シ
。

〔
窟
〕
符
ヲ
記
〆
之
ヲ
省
キ
、
目
次
中
各
名
下
｝
一
其
ノ
巻
目
ヲ
示
セ
リ
。
学
者
宜
ク
就
テ
之
ヲ
検
ス
ベ
シ
。

五
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
付
録
に
つ
い
て
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本
節
で
は
、
安
政
四
年
に
出
版
が
開
始
さ
れ
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
凡
例
の
日
付
が
、
な
ぜ
そ
れ
よ
り
一
五
年
も
前
の
天
保
十
三
年
の
日

付
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
天
保
十
三
年
に
訳
稿
が
完
成
し
て
い
た
の
な
ら
そ
れ
で
も
良
い
の
だ
が
、

そ
う
で
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
詳
し
く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
天
保
十
三
年
頃
の
初
稿
本
に
は
何
の
日
付
も
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
は
、
天
保
か
ら
安
政
初
年
ま
で
の
幕
府
の
蘭
学
統
制
と
翻
訳
書
出
版
規
制
の
経
過
を
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
以
下

さ
て
、
付
録
に
つ
い
て
も
う
少
し
説
明
を
補
足
す
る
。
上
巻
は
本
文
中
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
一
○
七
種
の
薬
物
ま
た
は
処
方
に
つ
い
て
、
前

に
述
べ
た
よ
う
に
多
く
の
参
考
書
を
引
用
し
な
が
ら
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
中
に
『
内
外
方
叢
輔
癖
癖
替
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

洪
庵
が
天
保
七
、
八
年
の
長
崎
修
業
時
代
に
伊
東
南
洋
、
青
木
周
弼
と
共
に
訳
し
、
天
保
十
五
年
に
南
洋
が
改
訂
し
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

モ
グ
サ

エ
し

中
巻
に
は
治
療
と
診
断
手
技
に
関
す
る
解
説
三
一
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る
。
治
療
法
で
は
文
灸
法
（
没
掘
撒
）
と
か
人
血
注
入
法
と
か
越
列

キ幾
流
通
法
な
ど
も
あ
る
。
診
断
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
打
診
法
、
聴
診
法
、
蜜
尿
↓
（
糖
尿
）
検
査
法
、
験
温
器
比
較
法
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
解
説
に
は
主
と
し
て
モ
ス
ト
の
『
医
家
韻
府
（
医
学
辞
典
）
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

イ
ソ
ハ
ル
ク
卜

下
巻
は
病
症
と
し
て
胃
軟
化
、
腸
軟
化
、
胃
穿
開
、
腸
穿
開
、
印
華
爾
屈
篤
に
つ
い
て
、
や
は
り
モ
ス
ト
を
利
用
し
て
解
説
し
て
い
る
。
フ

氏
の
本
編
で
は
胃
腸
病
は
比
較
的
簡
単
な
た
め
で
あ
る
。
印
華
爾
屈
篤
と
は
腸
の
通
過
障
害
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
現
今

の
疾
病
分
類
に
は
あ
ま
り
当
て
は
ま
ら
な
い
。

（
一
）

ま
た
緒
方
に
よ
れ
ば
、
万
延
元
年
（
安
政
七
年
改
元
）
の
十
二
月
に
洪
庵
か
ら
箕
作
秋
坪
に
出
し
た
手
紙
の
中
で
付
録
の
草
稿
の
こ
と
が
云

為
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
付
録
の
原
稿
の
完
成
は
こ
の
年
ま
で
か
か
り
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
全
巻
の
出
版
完
了
は
そ
の
翌
年
の
文
久
元

年
と
考
え
ら
れ
る
。

六
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
ｌ
と
く
に
凡
例
の
日
付
に
つ
い
て
Ｉ
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『
扶
氏
治
療
書
』
と
い
っ
て
い
る
の
は
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
早
い
時
期
の
草
稿
で
あ
ろ
う
。
初
稿
本
は
あ
ま
り
上
手
な
文
章
で
な
か
っ
た

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
洪
庵
は
、
あ
れ
は
門
人
が
訳
し
た
も
の
で
す
か
ら
な
ど
と
い
い
わ
け
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
信
道
に
こ

う
い
わ
れ
た
こ
と
が
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
大
幅
な
改
訳
を
す
る
一
つ
の
動
機
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

信
道
は
儒
家
に
で
も
相
談
し
た
ら
ど
う
か
な
ど
と
忠
告
し
て
い
る
が
、
あ
の
改
訳
は
儒
家
が
直
し
た
よ
う
な
直
し
方
で
は
な
く
、
ま
た
洪
庵

は
漢
語
に
よ
っ
て
文
章
を
修
飾
す
る
こ
と
を
軽
蔑
し
て
い
た
こ
と
は
福
沢
も
述
べ
て
い
た
通
り
で
あ
る
。

（
一
九
）
（
一
）

主
と
し
て
石
原
の
『
日
本
の
医
学
』
の
中
の
「
西
洋
医
学
の
弾
圧
と
解
禁
」
の
項
と
、
緒
方
の
「
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
」
を

参
照
し
な
が
ら
、
そ
の
経
過
を
簡
単
に
ま
と
め
て
見
る
。

天
保
八
年
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
に
よ
っ
て
、
支
配
体
制
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
幕
府
は
、
天
保
十
年
に
渡
辺
華
山
、
高
野
長
英
ら
を
冤
罪
に

よ
っ
て
逮
捕
し
、
小
関
三
英
は
そ
の
た
め
に
自
殺
し
た
。
こ
れ
が
蛮
社
の
獄
と
い
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

そ
の
後
、
天
保
十
二
年
か
ら
十
四
年
ま
で
は
天
保
の
改
革
と
い
わ
れ
て
、
す
べ
て
の
面
で
統
制
が
強
め
ら
れ
た
。
天
保
十
三
年
六
月
に
は
翻

訳
書
出
版
は
医
学
館
で
検
閲
の
上
、
町
奉
行
の
許
可
を
得
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
頃
洪
庵
は
『
原
病
約
論
』
と
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
訳
述
を
進
め
て
い
た
が
、
ま
だ
具
体
的
な
出
版
の
話
は
出
て
お
ら
ず
、
洪
庵
は
こ

（
一
）

れ
ら
の
訳
稿
を
江
戸
に
い
る
旧
師
の
坪
井
信
道
の
許
へ
送
っ
て
、
批
評
を
仰
い
で
い
た
。
緒
方
に
よ
る
と
、
天
保
の
末
頃
信
道
は
大
坂
の
洪
庵

に
次
の
よ
う
な
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

し
た
た

原
病
論
御
訳
稿
御
落
手
下
さ
れ
候
由
承
知
仕
り
候
・
扶
氏
治
療
書
は
草
稿
拝
見
。
即
ち
愚
意
相
認
め
差
し
上
げ
申
し
候
。
甚
だ
以
て
失
敬

に
候
へ
ど
も
、
直
に
草
稿
へ
加
筆
仕
り
申
し
候
。
御
容
恕
下
さ
る
べ
く
候
。
失
敬
な
が
ら
文
辞
の
上
は
御
地
に
て
医
事
相
心
得
候
儒
家
へ
な

り
と
も
、
篤
と
御
相
談
然
る
べ
く
存
じ
奉
り
候
。
小
子
草
為
心
付
き
候
丈
は
申
し
上
げ
候
へ
ど
も
、
多
忙
中
中
女
十
が
一
と
存
じ
奉
り
候
。

（23）251



う
風
に
変
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、

し
か
し
そ
の
う
ち
風
向
が
変
り
、
信
道
が
こ
の
手
紙
を
書
い
た
二
ヵ
月
後
の
弘
化
二
年
の
七
月
に
、
翻
訳
書
の
出
版
は
す
べ
て
天
文
台
の
許

可
制
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
蘭
学
社
中
に
も
希
望
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

洪
庵
は
弘
化
四
年
に
『
病
学
通
論
』
の
自
序
を
書
き
、
翌
嘉
永
元
年
に
は
坪
井
信
道
と
宇
田
川
興
斎
の
序
文
を
も
ら
い
、
嘉
永
二
年
に
出
版

弘
化
二
年
に
は
『
原
病
約
論
』
か
ら
発
展
し
た
『
病
学
通
論
』
の
始
め
の
三
巻
の
訳
稿
が
で
き
、
洪
庵
は
こ
れ
の
出
版
手
続
を
江
戸
の
坪
井

信
道
に
依
頼
し
た
の
だ
が
、
こ
の
頃
は
天
保
十
三
年
以
来
の
訳
書
出
版
規
制
の
た
め
に
と
て
も
無
理
で
あ
る
こ
と
を
、
信
道
は
次
の
よ
う
に
洪

庵
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

し
た
。

の
は
翌
年
で
あ
っ
た
。

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
漢
方
側
が
捲
き
返
し
を
は
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
嘉
永
二
年
九
月
に
は
、
医
書
の
出
版
は
す
べ
て
医
学
館
の
許
可
が
必
要
と
い

天
文
方
訳
員
で
あ
っ
た
杉
田
成
卿
は
嘉
永
二
年
に
『
済
生
一
二
方
』
を
翻
訳
し
、
そ
の
年
に
出
版
許
可
を
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
出
版
し
た

医
学
館
は
漢
方
医
学
の
総
元
締
で
蘭
学
を
敵
視
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
許
可
す
る
は
ず
が
な
く
、
検
閲
も
何
も
し
な
い
で
積
み
上
げ
て
い
た

二
三
年
前
よ
り
医
書
の
分
は
、
蘭
書
翻
訳
の
も
の
に
て
も
、
必
ず
医
学
館
に
て
検
閲
い
た
し
候
事
に
相
成
り
、
医
学
館
の
検
閲
中
々
急
に

相
済
み
申
さ
ず
、
三
年
前
よ
り
の
伺
本
残
ら
ず
医
学
館
に
留
ま
り
、
本
主
に
帰
り
申
さ
ず
。
是
に
依
て
和
蘭
医
書
上
木
は
久
し
く
相
止
み
居

り
申
し
候
。

こ
の
後
『
病
学
通
論
』
の
出
版
が
途
切
れ
、
嘉
永
三
年
に
提
出
さ
れ
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
伺
が
許
可
さ
れ
な
か
つ
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そ
う
な
る
と
洪
庵
も
さ
す
が
に
焦
り
を
感
じ
、
世
間
の
要
望
も
多
い
の
で
、
官
許
を
待
た
ず
に
活
字
版
で
刊
行
し
よ
う
と
決
心
し
、
安
政
三

年
の
暮
に
は
秋
坪
へ
の
手
紙
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

た
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。
林
洞
海
も
嘉
永
三
年
に
『
窟
篤
兒
薬
性
論
』
の
出
版
伺
を
出
し
た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

体
制
維
持
に
懸
命
だ
っ
た
幕
府
に
衝
撃
を
与
え
た
の
は
、
嘉
永
六
年
の
ア
メ
リ
カ
の
。
ヘ
リ
ー
と
ロ
シ
ア
の
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
来
航
で
あ
っ

た
。
幕
府
は
そ
の
圧
力
に
抗
し
き
れ
ず
に
、
翌
安
政
元
年
に
は
こ
の
両
国
と
和
親
条
約
を
結
ん
で
、
下
田
、
箱
館
、
長
崎
を
開
港
し
た
。
ま
た

翌
安
政
二
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
と
も
和
親
条
約
を
結
ん
だ
。

こ
う
な
る
と
洋
学
や
蘭
学
を
敵
視
し
て
い
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
幕
府
は
安
政
二
年
に
天
文
方
蕃
耆
和
解
御
用
の
局
を
独
立
さ

せ
て
、
九
段
坂
下
に
洋
学
所
を
建
て
、
翌
三
年
に
は
こ
れ
を
蕃
書
調
所
と
改
称
し
、
翻
訳
書
の
認
可
は
す
べ
て
こ
こ
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ

し
て
、
箕
作
院
甫
と
杉
田
成
卿
が
そ
の
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

こ
う
い
う
情
勢
の
変
化
は
当
然
翻
訳
医
書
の
出
版
に
有
利
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
箕
作
玩
甫
の
養
子
の
秋
坪
は
洪
庵
の
門
人
で
あ
っ
た
か

ら
、
秋
坪
は
こ
の
間
に
立
っ
て
『
経
験
遺
訓
』
の
出
版
認
可
の
た
め
に
お
お
い
に
心
を
砕
き
斡
旋
し
た
。

安
政
三
年
に
洪
庵
は
江
戸
の
書
林
（
出
版
業
者
）
を
通
し
て
『
経
験
遺
訓
』
の
初
峡
の
分
の
原
稿
に
伺
書
を
添
え
て
提
出
し
た
の
だ
が
、
そ

れ
が
書
林
の
手
違
い
の
た
め
か
蕃
書
調
所
に
出
て
い
な
い
の
で
、
秋
坪
も
致
し
方
な
い
と
い
う
よ
う
な
手
紙
の
や
り
取
り
が
洪
庵
と
の
間
で
な

さ
れ
て
い
る
。

実
は
余
り
官
許
を
待
ち
居
り
候
て
も
、
世
間
渇
望
の
も
の
多
く
、
甚
だ
責
を
塞
ぐ
に
困
り
候
故
、
先
づ
活
字
板
に
て
上
梓
致
す
べ
し
と
決

令

定
致
し
、
折
角
此
頃
工
夫
い
た
し
居
り
候
事
に
御
座
候
。

（
一
九
）

石
原
に
よ
れ
ば
、
蘭
学
の
弾
圧
期
に
は
活
字
版
に
よ
る
秘
密
出
版
が
か
な
り
行
わ
れ
、
そ
れ
は
一
丁
分
ず
つ
活
字
を
組
ん
で
、
必
要
部
数
だ
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さ
て
、
こ
こ
で
私
は
推
理
を
働
か
せ
た
い
と
思
う
の
だ
が
、
洪
庵
は
こ
の
秘
密
出
版
を
し
よ
う
と
決
心
し
た
時
に
、
そ
の
日
付
を
天
保
十
三

年
六
月
の
禁
令
に
先
立
つ
同
年
五
月
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
、
京
都
の
書
林
に
依
頼
し
た
最
終
原
稿
は
、
凡
例
の
日
付
を

（
十
三
年
）

天
保
壬
寅
夏
五
月
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
洪
庵
の
「
此
頃
工
夫
致
し
居
り
候
事
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

天
保
十
三
年
頃
に
初
稿
本
が
で
き
て
い
た
こ
と
は
事
実
だ
か
ら
、
そ
れ
程
真
赤
な
嘘
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
日
付
と
内
容
を

よ
く
読
め
ば
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
は
、
知
る
人
は
知
る
が
、
知
ら
な
い
人
に
は
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
日
付
で
既
成
事
実
と
し
て
印
刷

し
て
し
ま
え
ば
、
お
答
め
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

「
先
づ
活
字
板
に
て
上
梓
致
す
べ
く
」
と
手
紙
に
書
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
後
ま
た
正
規
の
出
版
が
許
さ
れ
れ
ば
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
す
る
つ

も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
江
戸
に
送
る
凡
例
の
日
付
は
活
字
板
（
実
際
に
は
こ
れ
は
出
な
か
っ
た
の
だ
が
）
と
同
じ
に
し
て
お
い

た
方
が
良
い
と
考
え
、
活
字
板
用
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
清
書
さ
せ
て
、
江
戸
に
送
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
結
果
的
に
は
安
政
四
年
一
月
に
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
は
公
許
さ
れ
、
そ
の
後
い
く
ら
か
手
違
い
も
あ
っ
た
が
、
箕
作
院

す
り
た
て

甫
の
序
文
も
も
ら
い
、
そ
の
年
の
う
ち
に
初
峡
三
巻
と
薬
方
編
二
巻
の
分
の
版
木
の
彫
刻
と
刷
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
、
版
本
の

表
紙
見
返
し
に
は
「
安
政
四
年
丁
巳
初
秋
新
離
」
と
刷
ら
れ
て
お
り
、
玩
甫
の
序
文
の
日
付
も
「
安
政
四
年
丁
巳
七
月
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

洪
庵
に
よ
る
凡
例
の
日
付
は
「
天
保
壬
寅
夏
五
月
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
洪
庵
の
手
紙
と
入
れ
違
い
に
、
秋
坪
か
ら
『
経
験
遺
訓
』
の
出
版
許
可
は
来
春
早
を
叶
う
見
込
だ
と
い
う
手
紙
が
届
い
た
。

そ
れ
で
洪
庵
は
京
都
の
業
者
に
す
で
に
発
注
し
て
い
た
秘
密
出
版
の
依
頼
は
取
り
消
し
、
先
に
江
戸
の
害
林
に
送
っ
た
原
稿
は
不
満
な
点
も
あ

る
の
で
、
も
う
一
度
門
下
の
能
書
家
に
原
稿
を
清
書
さ
せ
て
、
江
戸
へ
送
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
が
け
つ
き
よ
く
最
終
原
稿
と
な
っ
て
、
版
本

け
刷
っ
た
ら
活
字
を
ば
ら
し
て
し
ま
う
か
ら
、
証
拠
が
残
ら
な
い
利
点
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
然
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
出
版
年
月

日
も
出
版
者
も
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。

る
の
で
、
も
う
一
度
門
下
の
生

は
ん
し
た

の
版
下
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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出
版
は
そ
の
後
も
必
ず
し
も
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
安
政
四
年
か
ら
四
年
後
の
文
久
元
年
に
全
巻
の
出
版
が
完
了
し
た
。
天
保

十
三
年
か
ら
数
え
れ
ば
、
実
に
二
○
年
の
永
き
に
わ
た
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

洪
庵
は
こ
の
翌
年
の
文
久
二
年
に
、
方
針
転
換
し
た
幕
府
に
よ
っ
て
江
戸
出
仕
を
命
じ
ら
れ
、
奥
医
師
と
西
洋
医
学
所
頭
取
を
兼
任
し
た
。

そ
の
無
理
が
崇
っ
た
た
め
か
、
翌
文
久
三
年
に
江
戸
の
役
宅
で
大
喀
血
し
て
急
死
し
た
。

天
保
八
年
（
一

こ
の
年
、

天
保
九
年
（
一

こ
の
年
、

文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
一
歳
備
中
足
守
で
生
ま
れ
た
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
十
六
歳
宇
田
川
榛
斎
・
椿
庵
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
出
版
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
二
十
一
歳
宇
田
川
榛
斎
・
熔
庵
暴
銅
和
蘭
薬
鏡
』
出
版
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
二
十
五
歳
宇
田
川
榛
斎
死
。

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
二
十
六
歳
『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
出
版
。
洪
庵
は
そ
の
凡
例
を
書
い
た
。

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
二
十
七
歳
長
崎
へ
修
業
の
た
め
に
赴
い
た
。
こ
の
時
か
ら
緒
方
洪
庵
と
号
し
た
。

こ
の
年
、
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
死
去
。
そ
の
直
前
に
《
閏
目
。
三
局
目
目
員
の
ｇ
２
日
〕
・
第
二
版
（
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
ド
イ
ツ
語
原
本
）

（
一
二
）

七
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
関
係
年
表
（
『
緒
方
洪
庵
伝
』
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
）

出
版
。

八
三
七
）
二
十
八
歳
長
崎
に
て
洪
庵
は
青
木
周
弼
、
伊
東
南
洋
と
と
も
に
『
袖
珍
内
外
方
叢
』
を
訳
し
た
。

宇
田
川
椿
庵
『
舎
密
開
宗
』
出
版
開
始
。

八
三
八
年
）
二
十
九
歳
大
阪
で
蘭
学
塾
（
適
々
斎
塾
）
を
開
い
た
。

自
己
。
冨
司
昌
○
冒
巨
③
９
２
目
》
》
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
（
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
直
接
の
原
本
）
出
版
。
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天
保
十
二
年
（
一
八
四
こ
三
十
二
歳
こ
の
頃
、
『
原
病
約
論
』
訳
述
。

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
三
十
三
歳
こ
の
頃
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
初
稿
本
成
立
（
刊
本
凡
例
の
日
付
）
。

こ
の
年
六
月
、
翻
訳
書
出
版
は
幕
府
医
学
館
の
検
閲
を
経
て
、
町
奉
行
が
許
可
を
す
る
と
定
め
ら
れ
た
。

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
三
十
五
歳
『
原
病
約
論
』
を
改
訂
し
て
『
病
学
通
論
』
と
し
た
。

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
三
十
六
歳
翻
訳
出
版
は
天
文
方
（
天
文
台
）
の
許
可
に
よ
る
と
変
更
さ
れ
た
。

弘
化
年
間
（
一
八
四
四
’
四
七
）
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
改
訂
途
中
、
再
稿
本
成
立
。

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
四
十
歳
四
月
『
病
学
通
論
』
出
版
。

こ
の
年
三
月
、
杉
田
成
卿
『
済
生
三
方
』
訳
出
。
こ
の
年
九
月
、
医
書
の
出
版
は
す
べ
て
医
学
館
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
の
年
十
一
月
、
大
阪
で
洪
庵
ら
が
種
痘
を
始
め
た
。

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
四
十
一
歳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
出
版
伺
提
出
。
不
許
可
。

こ
の
年
、
林
洞
海
『
窟
篤
兒
薬
性
論
』
出
版
伺
提
出
。
不
許
可
。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
四
十
四
歳
ア
メ
リ
カ
使
節
。
ヘ
リ
ー
が
来
航
。

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
十
五
歳
日
米
和
親
条
約
締
結
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
四
十
六
歳
幕
府
洋
学
所
設
立
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
四
十
七
歳
洋
学
所
を
蕃
所
調
所
と
改
称
。
翻
訳
書
の
認
可
は
こ
こ
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
年
、
林
洞
海
『
窟
篤
兒
薬
性
論
』
出
版
。

こ
の
年
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
出
版
伺
を
提
出
。

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
一

こ
の
年
、
蛮
社
の
獄
。

三
十
歳
こ
の
頃
、
右
蘭
訳
本
を
入
手
か
。
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Ｂ
い
ま
ま
で
い
く
つ
か
の
文
献
で
断
片
的
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
初
稿
本
を
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
い

ま
ま
で
あ
ま
り
研
究
者
の
目
に
触
れ
な
か
っ
た
土
肥
慶
蔵
氏
旧
蔵
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
写
本
を
検
討
し
、
こ
れ
は
初
稿
本
と
刊
本
の
中
間

の
稿
本
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
た
。
（
こ
れ
を
再
稿
本
と
呼
ぶ
。
）

。
こ
れ
ら
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
初
稿
本
、
再
稿
本
お
よ
び
刊
本
の
凡
例
、
本
文
、
訳
注
等
を
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
と
も
比
較
検
討
し
、
そ
の

す
な
わ
ち
天
保
十
三
年
頃
ま
で
に
、
緒
方
郁
蔵
を
中
心
と
し
た
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
翻
訳
の
草
稿
が
で
き
上
り
、
続
い
て
弘
化
年
間
か
ら

嘉
永
初
年
に
か
け
て
洪
庵
が
こ
の
草
稿
に
手
を
加
え
て
、
訳
稿
の
主
要
部
分
を
完
成
さ
せ
た
。

白
こ
の
翻
訳
過
程
と
関
連
し
て
、
内
容
の
細
目
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
検
討
を
加
え
た
。
す
な
わ
ち
、
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
と
同
時
に
訳
述

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
四
十
八
歳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
始
ま
る
。

こ
の
年
、
青
木
周
弼
『
察
病
亀
鑑
』
出
版
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
四
十
九
歳
『
虎
狼
痢
治
準
』
出
版
。

こ
の
年
、
江
戸
の
關
方
医
有
志
が
種
痘
所
設
立
。

万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
五
十
一
歳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
付
録
の
原
稿
完
成
。

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
五
十
二
歳
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
出
版
完
了
。

こ
の
年
、
江
戸
種
痘
所
は
西
洋
医
学
所
（
官
立
）
へ
と
発
展
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
五
十
三
歳
洪
庵
、
幕
府
奥
医
師
と
西
洋
医
学
所
頭
取
を
兼
任
。

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
十
四
歳
洪
庵
、
江
戸
の
役
宅
で
喀
血
し
て
急
死
。

こ
れ
ら
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
初
華

翻
訳
過
程
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
た
。

八
ま
と
め
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轡
訳
注
も
初
稿
本
、
再
稿
本
、
刊
本
で
か
な
り
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
翻
訳
に
お
け
る
訳
者
の
配
慮
を
推
測
し
た
。
と
く
に
、
嘉
永

二
年
の
種
痘
実
施
以
後
に
追
加
さ
れ
た
訳
注
を
摘
出
し
、
嘉
永
三
年
以
後
に
も
訳
稿
が
推
敲
さ
れ
た
傍
証
と
し
た
。

⑤
付
録
は
原
本
に
は
な
く
、
訳
者
が
つ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
、
そ
れ
は
安
政
四
年
の
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
本
編
の

出
版
開
始
後
に
書
か
れ
、
万
延
元
年
に
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

㈲
刊
本
は
安
政
四
年
に
初
編
が
出
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
の
凡
例
に
そ
れ
よ
り
一
五
年
前
の
天
保
十
三
年
の
日
付
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
理

由
を
考
察
し
、
そ
れ
は
当
時
の
蘭
方
医
書
出
版
規
制
を
逃
れ
る
た
め
の
苦
肉
の
策
の
名
残
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。

思
え
ば
私
は
学
生
時
代
に
、
緒
方
富
雄
先
生
か
ら
「
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
」
を
含
ん
だ
御
著
書
『
蘭
学
の
こ
ろ
』
を
頂
戴

し
た
が
、
あ
ま
り
蘭
学
史
の
研
究
を
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
た
本
研
究
を
進
め
る
に
当
っ
て
も
、
先
生
の
御
病
気
の
た
め
に
御
指
導
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
先
年
遇
然
に
入
手
し
た
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
写
本
を
先
生
御
所
蔵
の
佐
倉
順
天
堂
旧
蔵
の
写
本

と
照
合
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
研
究
の
緒
口
と
な
り
、
そ
の
後
刊
本
と
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
も
入
手
で
き
た
の
で
、
本
論
文
を
書
く
こ
と
が

で
き
た
。
先
生
が
御
健
康
を
回
復
さ
れ
て
、
御
批
評
を
賜
わ
る
こ
と
を
切
に
念
じ
て
い
る
。

追
記
緒
方
富
雄
先
生
は
平
成
元
年
三
月
三
一
日
つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
私
の
願
い
も
空
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

が
進
行
し
て
い
た
『
病
学
通
論
』
と
比
較
対
照
し
な
が
ら
、
初
稿
本
、
刊
本
の
病
理
用
語
お
よ
び
病
名
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
「
麻
酔
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
初
稿
本
で
は
種
食
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
刊
本
で
は
麻
酔
に
統
一
さ
れ
て

終

り

に

い
る
こ
と
を
示
し
た
。
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緒
方
富
雄
「
緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
の
出
版
」
『
蘭
学
の
こ
ろ
』
弘
文
社
、
大
阪
、
昭
和
二
十
三
年
。

緒
方
富
雄
「
明
治
前
日
本
病
理
学
史
」
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
、
第
二
巻
」
日
本
学
術
振
興
会
、
東
京
、
昭
和
三
十
年
。

緒
方
富
雄
『
緒
方
洪
庵
伝
』
（
第
二
版
増
補
版
）
岩
波
書
店
、
東
京
、
昭
和
五
十
九
年
。

緒
方
洪
庵
『
扶
氏
経
験
遺
訓
』
適
狗
斎
、
大
阪
、
安
政
四
年
。

国
巨
琶
四
目
〕
○
・
葛
．
、
ぐ
。
『
厨
騨
匡
§
。
『
困
樹
①
日
§
》
国
・
国
．
《
国
ｚ
ｏ
関
胃
開
崗
冒
○
ｚ
冨
国
目
ｏ
ご
旨
．
皆
目
§
鳥
目
届
認
．

土
肥
慶
蔵
『
世
界
徽
毒
史
』
形
成
社
（
復
刻
）
、
昭
和
四
十
八
年
。

緒
方
洪
庵
『
病
学
通
論
』
適
為
斎
、
大
阪
、
嘉
永
二
年
（
日
本
世
論
調
査
研
究
所
復
刻
）
。

杉
田
成
卿
『
済
生
三
方
』
江
戸
、
嘉
永
三
年
。

緒
方
洪
庵
『
虎
狼
痢
治
準
』
適
を
斎
、
大
阪
、
安
政
五
年
（
日
本
世
論
調
査
研
究
所
復
刻
）
。

藤
井
尚
久
「
明
治
前
本
邦
内
科
史
」
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
、
第
三
巻
』
日
本
学
術
振
興
会
、
昭
和
三
十
一
年
。

藤
井
尚
久
「
明
治
前
本
邦
疾
病
史
」
日
本
学
士
院
編
『
明
治
前
日
本
医
学
史
、
第
一
巻
』
日
本
学
術
振
興
会
、
昭
和
三
十
年
。

松
木
明
知
弓
麻
酔
』
の
語
史
学
的
研
究
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
九
巻
三
号
、
昭
和
五
十
八
年
。

『
内
服
同
功
・
済
生
備
考
』
江
戸
科
学
古
典
叢
書
、
恒
和
出
版
、
東
京
、
昭
和
五
十
五
年
。

宇
田
川
榛
斎
・
椿
庵
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
青
蕊
閣
、
江
戸
、
文
政
八
年
。

宇
田
川
榛
斎
・
椿
庵
驫
淘
和
蘭
薬
鏡
』
青
蕊
閣
、
江
戸
、
文
政
十
三
年
。

大
槻
如
電
『
新
撰
洋
学
年
表
』
柏
林
社
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年
。

福
沢
諭
吉
「
福
沢
全
集
緒
言
」
『
福
翁
自
伝
、
付
福
沢
全
集
緒
言
』
（
講
談
社
文
庫
）
講
談
社
、
東
京
、
昭
和
四
十
六
年
。

宇
田
川
椿
庵
『
舎
密
開
宗
』
（
復
刻
と
現
代
語
訳
・
注
）
講
談
社
、
東
京
、
昭
和
五
十
年
。

石
原
明
『
日
本
の
医
学
』
至
文
堂
、
東
京
、
昭
和
三
十
八
年
。（

神
奈
川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
七
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
）

献
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AnlnquiryintotheTranslationProcessofOgataKoan's

G$Hu-shiKeikenlkun(EnchiridionMedicumbyHufeland)"
byAkiraNAKAMURA

"Hu-shiKeikenIkun"isarepresentativeworkofrangaku(DutChlearning)fi､omthelateEdo

period.Thetranslationfi･omtheDutcheditionstartedintheTempoage(aboutl840A.D.),andthe

finaltranslatedworkwaspublishedinthe4thyearoftheAnseiperiod.(1857A.D.).

Theauthorstudiedacopyofthepreliminarytranslation,acopyoftheintermediatetranslationand

thepublishedbookof@@Hu-shiKeikenlkun",whilerefbrringtotheoriginalDutchedition.Thisrevealed

thediffbrencesbetweenthepreliminarytranslationandthepublishededitioninconnectionwiththe

technicalterms,senにnces,translator'scommentsandappendix.

TheauthorhasshownthattheJapanesenamesof59diseasesinthepreliminarytranslatoinwere

diffbrentinthepublishededitiOn.FortheJaPanesenamesofnarcotica,severalwordswereusedinthe

preliminarytranslation,butfCmasui-yaku''wasadoptedinthepublishededition.

Japanesesentenceswerealsoalteredagreatdealinthepublishededition.Theauthorpresumesthat

thepreliminarytranslationwasperfbrmedbyKoan'sdisciplesandthatKoanlatermodifiedthe
wordsandsentences.

Furthermore,thetranslator'scommentsareimportantbecauseweareabletounderstandthe

translator'ssituationandthinking・Theauthorhasgivensomeexamplesofsuchcomments.

Thetranslator'scommentswereincludedintheappendix・However,thepreliminaryandinter-

mediatestagesoftranslation(beingincomplete)donotincludesuchcomments.

Inaddition,theauthorhasproposedasolutionconcerningtheriddleastowhythetranslator's

fbrewordinthepublishededitionwasdatedasthel3thyearofTempo.
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